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みんなが主役！みんなでつくる 人にやさしいまち横手

横手市社会福祉協議会

　５月16日（水）、福祉協力員が代表世話人を務める朝倉関根いきいきサロンが開催
されました。民生委員や地域の方々と協力し、季節行事や誕生日会など、毎回趣向を
凝らして開催しています。
　地域福祉の担い手である“福祉協力員”。地域の集いの場の開設や見守り活動、専
門機関へのパイプ役など、様々な地域福祉活動に関わっています。

※福祉協力員やその活動について２～３頁の特集記事で詳しく紹介しています。

地域の居場所を支える福祉
協力員



３ 社協だより

　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
福
祉
協
力
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
四
月

末
現
在
で
八
三
五
名
の
方
々
を
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
改
選

に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆
様
、
民
生
児
童
委

員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
地
域
福
祉
の
推
進

の
た
め
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
協
力
員
の

活
動

　小ネットワーク会議や協議
体などに参画しながら、地域
の一員として見守り活動や支
えあいの地域づくりに協力し
ています。

　地域の交流を進めるため
に、いきいきサロンなどの交
流活動や地域の行事などを積
極的に進めています。

　高齢者世帯などのニーズ把
握を行いながら、必要なサー
ビスや除雪などの生活支援活
動につなげています。

　

各
地
区
の
福
祉
協
力
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
組
織
で
、

市
内
に
十
五
地
区
の
福
祉
協
力
員
会
が
あ
り
ま
す
。
協
力

員
会
で
は
、
地
域
の
様
々
な
機
関
・
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば

こ
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

　少子高齢化や核家族化が進
み地域の交流機会が少なく
なってきている中で、地域の
保育園・保育所を会場に交流
会を開催し、園児たちと地域
の方々との世代を超えた交流
を図っています。

平鹿地区福祉協力員会

地域ふれあい交流事業

　地元婦人会にご協力いただ
き、無病息災の願いを込めた手
作りの焼き餅を配りながら、火
の元の注意喚起や年末年始を元
気でお過ごしいただくよう、お
一人暮らし高齢者のお宅への訪
問活動を行っています。

大雄地区福祉協力員会

歳末見守りネットワーク事業

　その他にも、お一人暮らし高齢者などを対象
とした見守り訪問活動や交流会の開催、敬老会
などの地域行事や町内で行う自主的な交流活動
への協力を行っています。

福
祉
協
力
員

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
み
ん

な
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
に
、

平
成
十
八
年
四
月
よ
り
各
地
域
に
福

祉
協
力
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

福祉協
力員とは？

身
近
な
地
域
福
祉
の
担
い
手

　町内会長さんや各地

域の代表者、または民

生児童委員さんから推

薦された方などを、社

会福祉協議会長が委嘱

しています。

各地域からの推薦

　概ね40世帯に一人

を基準としています

が、地域の実情に応じ

て必要な人数を設置し

ています。

　地域の情報把握や

円滑な活動ができる

よう、やや長めの任

期としています。

地域に必要な人数を設置

任期は３年

２社協だより

福祉協力員の役割
　

福
祉
関
係
者
・
機
関
と
連
携
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
や
見
守
り
が
必
要
な
方
、
地
域
の
福
祉
問
題
を
把
握
し

な
が
ら
、
見
守
り
活
動
や
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

◆
福
祉
問
題
の
発
見
と
解
決
に
向
け
た
支
援

　

活
動
や
研
修
な
ど
へ
の
参
加
を
通
し
て
知
り
得
た
情
報

（
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
、
地
域
や
必
要
な
方
々
へ

周
知
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
へ
の
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供

　

地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
財
源
の
確
保
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

◆
社
協
会
員
募
集
と
共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

例
え
ば

こ
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

※福祉協力員はボランティアであり報酬はありません。

　地域の福祉関係者・機関と連携しながら、見守りや生活
支援などの様々な福祉活動を行う“地域福祉の担い手”です。



５ 社協だより

　

旧
小
学
校
区
で
開
催

し
て
い
る
の
で
会
場
ま

で
来
る
の
が
難
儀
な
方

を
世
話
人
が
送
迎
し
、

多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
助
け
合
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
午
前
は

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
午
後
か

ら
は
地
区
伝
統
の
大
沢

盆
踊
り
を
行
う
等
、
参

加
者
が
飽
き
な
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な

内
容
を
企
画
し
な
が
ら

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

雄物川 大
　
沢

い
き
い
き
サ
ロ
ン

い
いき きサロン

わたし
のまち

の

ふれあい

　傾聴ボランティア来苑

　傾聴ボランティアひまわりの方が来苑し、ご

利用者の話を聴いてくれました。毎月の来苑

を楽しみにしているご利用者。職員には言えな

い内緒の話もしているのではないでしょうか？

心に寄り添う傾聴活動

　桜餅作りを行い、一人で10個以上作った
方もいてご利用者の手先の器用さには驚かさ

れました。庭の桜はまだ蕾でしたが、桜餅を
食べて春の訪れを感じることができました。

　桜 餅 作 り
開花を前に桜餅で季節を先取り

　

外
に
出
か
け
る
機
会

が
少
な
い
参
加
者
に
と

っ
て
、
月
一
回
の
サ
ロ

ン
は
地
域
の
大
切
な
居

場
所
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
話
題
や
自
分

の
体
調
の
こ
と
、
趣
味

の
話
な
ど
、
会
話
が
尽

き
る
こ
と
な
く
、
常
に

笑
い
に
あ
ふ
れ
た
サ
ロ

ン
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な

の
笑
顔
を
楽
し
み
に
続

け
て
い
き
ま
す
。

横 手 新
　
中

い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

私
た
ち
の
町
内
は
ま

だ
子
ど
も
た
ち
が
小
さ

い
頃
か
ら
近
隣
の
人
た

ち
と
喜
怒
哀
楽
を
共
有

し
て
き
ま
し
た
。

　

三
年
目
を
迎
え
る
当

サ
ロ
ン
で
は
、
集
え
ば

参
加
者
同
士
で
昔
話
や

近
況
を
話
し
合
う
場
で

あ
り
、
皆
の
生
き
甲
斐

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に

留
意
し
な
が
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

増 田 一
本
柳
地
区

い
き
い
き
サ
ロ
ン

5.17木/雄 水 苑

4.18水/憩 寿 園

４社協だより

パーク情報

　大森地域のミニデイご利用者がお花見に行

きました。当日は天候にも恵まれ、しだれ桜を

眺めながら「きれいに咲いているね」などの会

話も弾み、ご利用者の笑顔も満開になりました。

　ミニデイお花見会

 ミニデイレクリエーション

　山内地域のミニデイご利用者が囲碁ボール

を行いました。狙い通りに飛ばない玉に、競

技している人も見学している人も一緒になっ

て笑いながら楽しく体を動かしました。

満開の桜で春の訪れ感じる

笑いながら楽しく運動

　委嘱状の交付の他、事業計画や福祉協力員

の活動や役割などについて説明しました。参

加者から「不安はあるけれども気負わずに活

動しようと思う」といった声が聞かれました。

 十文字地区福祉協力員会総会

地域福祉の担い手“福祉協力員”

　今年で12回を迎えるチャリティコンサー

トが開催され、県内外で活躍しているヴァイ

オリンやチェロなどの演奏者５名が約160名

の来場者を魅了しました。

ハイレンデムジーク チャリティコンサート

癒しの音楽でチャリティ活動

4.26木/十文字ふれあい館 5.1火/雄物川民家苑「木戸五郎兵衛村」

5.13日/かまくら館5.15火～19土/ゆうらく館



７ 社協だより

善意 平成30年３月 1日～平成30年５月15日受付分
善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹介しております。
ありがとうございました

一
、
ス
マ
ホ
手
に
バ
バ
も
出
来
る
と
自
慢
顔

小
　
西
　
威
　
子 

さ
ん
／
雄
物
川

一
、
の
ど
鍛
え
十お

　
は
　
こ
八
番
披
露
の
歌
自
慢

ペ
ン
ネ
ー
ム 

阿
部
清
風
さ
ん
／
増
　
田

一
、
気
が
付
け
ば
薬
の
数
を
競
い
合
い

淡
　
路
　
鉄
　
夫 
さ
ん
／
横
　
手

一
、
が
ん
ば
っ
て
仕
事
し
て
き
て
腰
ま
が
る

高
　
田
　
タ
ツ
ノ 

さ
ん
／
大
　
森

一
、
老
い
た
っ
て
働
く
力
は
日
本
一

斉
　
藤
　
正
　
子 

さ
ん
／
大
　
雄

一
、
我
が
村
自
慢
は
皆
が
集
う
直
売
所

福
　
嶋
　
テ
ツ
子 

さ
ん
／
大
　
雄

一
、
漬
け
物
の
自
慢
こ
話
真
剣
だ

ペ
ン
ネ
ー
ム 

き
く
ち
ゃ
ん
／
大
　
森

一
、
自
慢
顔
豪
雪
に
耐
え
水
仙
花

ペ
ン
ネ
ー
ム 

パ
ア
子
さ
ん
／
大
　
雄

次号（８月１日発行予定）
テーマは…「楽しみ」
　旅行の予定や趣味、子ど
もの成長など、日々楽しみ
にしていることを川柳に
してみませんか？ 次回の
テーマは「楽しみ」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成30年７月19日（木）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
く
し
川
柳
福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

テ
ー
マ

自
　
慢

【本部受付】
● ボランティアグループ
　　　　　　「わたぼうし」様

【横手福祉センター受付】
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● よねやハッピーモール店 様
● 立正佼成会横手教会
　　　　　　　 法輪クラブ 様

【増田福祉センター受付】
● とっぴんぱらりのプー 様

【平鹿福祉センター受付】
● 佐　野　光　男 様（砂子田）
● 武　内　良　悦 様（林　崎）
● 谷六薬局 様
● 醍醐婦人会 様

【雄物川福祉センター受付】
● 佐　藤　　　成 様（旭　松）
● 大　塚　勝　美 様（二井山）
● 雄物川小学校 様
● アンサンブル・リベラ 様

【十文字福祉センター受付】
● 艶歌歌舞義会 様
● 十文字地域
　 老人クラブ連合会女性部 様

【山内福祉センター受付】
● 藤　原　ク　ニ 様（北相野々）
● 稲　葉　良　子 様（北相野々）
● 昔語り つむぎの会 畑 則子 様
● 新日本舞踊宝扇流秀宝会 様

【大雄福祉センター受付】
● とっぴんぱらりのプー 様
● 三門流翠凰会 様
● 新日本舞踊扇佳流優仙会 様

【平寿苑受付】
● 畠　山　　　彰 様（樋ノ口下）
● 高　橋　幸　雄 様（鍋　倉）
● アンダンテの会 様
● 浅舞小学校児童一同 様

【雄水苑受付】
● 佐々木　健　悦 様（十五野）
● 照　井　健四郎 様（増田・中村）
● 今　泉　朝　子 様（今　宿）
● 傾聴ボランティア「ひまわり」様

● アンダンテの会 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● ＪＡ秋田ふるさと女性部

雄物川支部 様

【憩寿園受付】
● 堀　田　愛　子 様（本　町）
● 柴　田　雅　子 様（埼玉県）
● 傾聴ボランティアささやき 様
● スーパーモールラッキー 様
● 植田小学校児童会 様
● 梨木婦人部 様
● よこて市商工会
　　　 サービス業部会 様
● 十文字地区婦人会 様
● 三重婦人会 様

よ
こ
て
市
商
工
会
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
様
よ
り

植
木
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

６社協だより

あなたの
悩みを

生 体支活 制援
事整 業備

　

家
族
が
認
知
症
で
徘
徊
し
て

困
っ
て
い
る
と
い
う
、
家
族
か
ら

の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

家
族
が
寝
て
い
る
朝
早
い
時
間

や
家
族
が
仕
事
に
出
て
い
る
日
中

に
１
人
で
外
出
し
、
自
分
の
い
る

場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
な
ど
、
突
然
思
い
も
よ
ら
な
い

行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
、
家
族

の
目
が
届
か
な
い
状
況
で
の
行
動

に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ

い
の
か
わ
か
ら
ず
不
安
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
認
知
症
に
関
す
る
相
談

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

相
談
者
は
五
十
代
女
性
の
Ａ

さ
ん
。
同
居
し
て
い
る
八
十
代

の
母
親
Ｂ
さ
ん
が
認
知
症
で
徘

徊
し
て
い
る
こ
と
に
悩
み
相
談

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た

物
忘
れ
程
度
だ
っ
た
Ｂ
さ
ん
で

す
が
、
最
近
は
自
宅
に
戻
れ
な

く
な
る
こ
と
が
増
え
、
先
日
は

遠
く
の
方
ま
で
歩
い
て
出
か
け

て
し
ま
い
、
た
ま
た
ま
通
り
か

か
っ
た
知
り
合
い
の
方
に
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
自
宅
ま
で
連

れ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　

日
中
は
仕
事
が
あ
る
た
め
家

族
で
の
介
護
が
難
し
く
施
設
入

所
も
考
え
ま
し
た
が
、
在
宅
で

今
ま
で
通
り
の
生
活
を
続
け
さ

せ
た
い
と
の
家
族
の
思
い
が

あ
っ
た
た
め
、
家
族
の
了
解
の

も
と
、
日
を
改
め
て
地
域
の

方
々
や
専
門
機
関
な
ど
と
の
話

し
合
い
の
場
を
設
け
、
方
法
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
た
た
め
利
用
回
数

を
見
直
す
こ
と
と
、
近
隣
の
方

の
声
掛
け
や
見
守
り
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
現
在
も
在
宅
で
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

く
ら
し
の
相
談
窓
口（
☎
32

－
６
１
０
１
）へ
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

聴かせてく
ださい

支えあいの地域づくり
みんながいきいきと暮らせる

第５回

大森地域生活支援協議体「おおもり支えあい協議体」の取り組み

　すでに見守りや交流などの活動を行っ

ている地域の関係者・団体と連携しなが

ら、住民の暮らしや地域活動を応援して

いこうと、協議体では次のような取り組

みを行っています。

　全世帯を対象としたアンケート調査の結果、地

域に必要な取り組みで一番多かった意見が「交流

の場」でした。しかし、この結果を基に各地域で

意見交換を行ったところ、地域にはすでに多くの

交流活動があることがわかりました。こうした交

流活動をチラシで紹介したり、実践発表の機会を

設けるなど広く情報発信し、地域交流の促進を

図っていきます。

アンケート調査の実施及び意見交換

地区交流センターとの意見交換の様子

主
な
取
り
組
み

●地域の活動や困りごとなどのアンケート調
査の実施
●地区交流センターや町内会、関係団体など
への事業説明及び意見交換の実施



　合言葉は「学校から地域へ元気をあげたい」「地

域から元気をもらいたい」。浅舞小学校では平成

24年度から５年生を中心に、児童と地域とのひ

まわり栽培による交流活動を行っています。

　全校児童で種を植え、地域の保育園や小中学校、

横手支援学校、高齢者施設等と連携してひまわり

を栽培し、夏から秋にかけてひまわりの写生会や

絵画展を行いました。収穫した種で作った「ひま

わり油」を浅舞朝市で販売し、収益金で「お年寄

りに喜んでもらいたい」という思いが詰まったフ

ラワーアレンジメントを施設へお贈りしました。

　昨年度は、ひまわりの発芽や育て方などについ

て地域の方々から助言を受け、自然や生命のこと、

自分たちが地域の一員であること、協力し合うこ

との喜びを学ぶことができました。

　平成30年２月にはこのような活動が評価され

「元気なふるさと秋田づくり顕彰事業」を受賞し、

今後はＰＴＡも含めた活動を予定しています。

　浅舞小学校では、福祉教育活動推進校として、

また地域の一員として、地域交流の輪を広げ、思

いやりの心を育んでいきます。

福祉教育活動推進校　浅舞小学校

８社協だより

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/ 検索

ふ しく な たち

ひまわり油の収益金で毎年様々なものを施設に寄贈しています
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【受験資格】平成31年４月１日から勤務可能で、平成31年３月に専
門学校・短期大学・４年制大学を卒業予定の者（卒後３年目までは可）。
かつ介護福祉士・社会福祉士・精神保健福祉士のいずれかの資格を有
する者、又は取得予定である者。

平成30年７月９日（月）まで申込受付期間 ※詳しくは当法人ホーム
　ページをご覧ください。

正職員（介護職員）採用試験を行います
一次試験 平成30年７月25日（水）

相談所のお知らせ ７～８月

▲

７月４日（水）13：00～15：00
　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668▲

７月９日（月）10：00～12：00
　大雄地域福祉センター ☎52－3311▲

７月25日（水）10：00～12：00
　十文字町健康福祉センター

☎42－5858▲
８月１日（水）13：00～15：00

　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668▲
８月15日（水）10：00～12：00

　増田地域局 １階 ☎45－4848▲

８月24日（金）10：00～12：00
　雄物川在宅介護支援センター

☎56－2072

▲

７月12日（木）、８月９日（木）
　 9：30～12：00
　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668

◉無料法律相談所日程
※３日前までに予約が必要。お一人30分まで

◉無料税務相談所日程 ※予約不要


